
令和２年度市長とすまいるトーク

コロナ禍における新潟市の未来に向けた取り組み



本日のおはなし

１．新型コロナウィルス感染症の発生について

３．拠点化（中心市街地）に向けた取り組み

について

２．市の取り組みについて



本日のおはなし その１

１．新型コロナウィルス感染症の発生について



新型コロナウイルスの発生状況
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ドライブスルー
ＰＣＲ検査開始

2月29日
市内初の感染確認
同日対策本部設置 4月16日

緊急事態宣言全国拡大

5月14日
緊急事態宣言一部解除
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1.新型コロナウィルス感染症の発生について



人口10万人当たりの感染者数(政令指定都市別）

1.新型コロナウィルス感染症の発生について

緊急事態宣言解除後(5月26日～11月12日)

（新潟市調べ）
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20新潟市
19静岡市
18岡山市
17広島市
16浜松市
15仙台市
14熊本市

13北九州市
12さいたま市

11相模原市
10神戸市

9千葉市
8京都市

7堺市
6横浜市
5川崎市
4札幌市

3名古屋市
2福岡市
1大阪市

〇新潟市の人口10万人
当たりの感染者数は
20政令指定都市中
最も少ない

〇直近１ヶ月(10月15日
～11月12日）の比較で
も最も少なく、次に
少ない広島市に比べ
ても3分の１の人数



◆ 医療提供体制

◆ ＰＣＲ検査体制と相談受付体制

県・医師会との連携により検査体制、医療体制を確保

・全国に先駆けドライブスルー方式により実施
＜相談、診療・検査体制＞
(これまで) (これから)

県全体で約450床を確保（これまで1日最大37人が入院）
症状に応じ、各医療機関が連携して受入れ

・地域の身近な医療機関に
電話相談、受診・検査が
できる体制

地域外来・
検査センター

地域外来・
検査センター

1.新型コロナウィルス感染症の発生について



本日のおはなし その２

２．市の取り組みについて



◆医療・保健

不安を抱える妊婦への分娩前ウイルス検査事業

感染症患者等の受入を行った医療機関への支援

集団がん検診継続実施のための検診機関への支援

PCR検査体制の強化
▷ウィルス検査費用の補助や保健師による寄り添い支援など

▷患者数の減少などによる経営難への支援

▷検査機器の増設など

▷感染拡大時期の集団がん検診の実施の取りやめ
による影響を受けた機関への事業継続支援

２.市の取り組みについて



◆経済
地域のお店応援商品券事業
▷ プレミアム率 30%の商品券を発行
▷ 飲食店、小売店など4,000店舗を超える参加があった
にいがたを贈ろう！農水産物産地直送支援事業
▷市内産農水産物を送る場合の送料を補助
生産性向上設備投資補助金
▷コロナ禍に対応するための
中小企業の設備投資を後押し

中小企業の新規採用活動支援事業
▷人材確保と大学生の市内就労促進のため、ウェブサイト
を活用した市内企業の採用活動を支援

２.市の取り組みについて



◆市民生活

▷ お子さん1人あたり3万円分の商品券を給付

▷具体的な対策や注意点を学ぶ研修の開催など
▷自治会やコミ協等に感染症対策グッズを配布

▷ ひとり親世帯に3万円、10ｋｇの市産米を給付

▷ 対象は中高生，大学・専門学校生等

4月28日以降に生まれた新生児への臨時給付

ひとり親世帯の生活を応援

若年層へ「りゅーとカード」無料ポイントチャージ等

地域活動再開への支援

避難所、公共施設における感染症対策
▷ 備蓄品の拡充や感染防止のための設備の整備

２.市の取り組みについて



東京をはじめ人口密集地域での感染者の急増
人口集中のリスクが顕在化

・サプライチェーンの分散化
・地方への本社機能移転
・地方での創業促進 など

● 重要機能の地方分散移転

選ばれる新潟へ！
拠点都市・新潟を実現

新型コロナウイルス感染症の発生

・市街地と田園地帯が共存
・交通アクセスが充実
・就労環境や住環境にも優れる

● 新潟市の特性

東京一極集中から人口集中を解消していく
国づくりへ大きな方向転換

２.市の取り組みについて
■アフターコロナ時代での本市の期待される姿



２.市の取り組みについて

▶ 令和元年度からの３年間を集中改革期間とし、
スピード感を持って政策の質を変革していくため、
「集中改革プラン」 を策定
①「緊急時、災害時の財政基盤の強化」
②「社会情勢の変化や市民ニーズに即した最適化」
③「将来を見据えた改革」

◆持続可能な行財政運営

年度 Ｈ１７ H２９ H３０ R元 R２ R３

集中改革
プラン ３8０ ３３ ３５ ６２ ６５ ７２

年度末
基金残高 ６０ ４０

コロナ対応の為
一旦停止中

集中改革期間

（見込み）

〇基金残高の推移



◆公共施設の最適化
▶新潟市民一人あたりの公共施設保有面積は政令市最大
▶施設ごとの最適化に関する基本的な考え方を示し、公共施

設の最適化に向け、地域別実行計画を策定し施設再

編を加速

２.市の取り組みについて

◆集中改革期間中の取り組み
令和元年度 公共施設の種類ごとの配置方針を策定

令和２年度 地区別の施設再編案策定に着手
令和３年度 財産経営の基本的な考え方（財産経営

推進計画）の改定内容と共に施設再編案を提示

令和４年度以降再編に本格着手
地域別実行計画を残る５０地区で策定

有識者に
意見聴取



本日のおはなし その３

３．拠点化（中心市街地）に向けた取り組み

について



開港から１５０年かけて形成されてきた不動の軸を、次世代のアイデンティティとしていく

拠点化に向けた都市デザインのイメージ

信濃川の恵みにより発展してきた新潟は、川がもたらす

砂と水への対応を通じて、まちが信濃川に沿って層状に形成
されてきた。

●現在の東中通よりも、海岸寄りの地
に「新潟町」があったとされている

今から４００年前

かつての新潟町

●「新潟町」が現在の古町地区に移転
し、堀と通り、小路が設けられた

今から３３０年前

現在の位置への移転

●新潟湊が開港し、河口部には大きな
洲がつき、税関がおかれた

今から１５０年前

新潟開港



新潟奉行所
（ＮＥＸＴ２１）

萬代橋

萬代橋起点
（流作場５差路）

新潟駅

Ａ：江戸時代（奉行所、堀、小路）

Ｃ：昭和初期（現・柾谷小路をまちの軸）

Ｂ：明治時代（萬代橋建築）

Ｄ：昭和中期
（まちの軸を都市計画決定、新潟駅移転）

Ｅ：平成（新潟駅の整備、高架化工事）

都心軸の成長

国道起終点
（7号,8号,49号など8線）

開港から１５０年かけて形成されてきた不動の軸を、次世代のアイデンティティとしていく

拠点化に向けた都市デザインのイメージ

信濃川の流れに向かって、直角に交わる「都心軸」を
形成することで、新潟はさらなる発展を導いてきた。



開港から１５０年かけて形成されてきた不動の軸を、次世代のアイデンティティとしていく

拠点化に向けた都市デザインのイメージ

次の１５０年を見据え、県市で
「新潟都心の都市デザイン」
を策定



開港から１５０年かけて形成されてきた不動の軸を、次世代のアイデンティティとしていく

拠点化に向けた都市デザインのイメージ

にいがた２キロ

新潟駅～古町までの都心軸はほぼ２ｋｍ

「新潟の顔」とも言える都心エリアのまち
づくりを官民連携で進めます



新バスシステム・BRTのこれまでの見直し
■バス利用者アンケート実施
■新バスシステム・BRTの開業後4年間を総括
■専門チーム立ち上げ
■神奈川中央交通にアドバイザーを委嘱
■市議会に進捗を丁寧に説明

新潟交通との運行事業協定の更新協議を進めてきたが・・

新型コロナウイルスの影響で深刻な経営悪化

年間走行距離数維持などを解除し、協定再延長

「大幅見直し・再検討」を大きく転換せざるを得ない

この厳しい状況を乗り越えて頂くことを最優先

今後 令和４年度 新潟駅直下バスターミナル完成
令和５年度頃 新潟駅万代広場完成

公共交通の充実と
拠点性の向上へ




